
 

 

 

 

 

 

正保池 版 
このマップでは、正保池が決壊し、全て

の貯水量が流出する状況を想定してい

ます。 
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避難所 
一次避難所 

 身近にある地域の集会所等で、 

 まず最初に避難する施設 
 

二次避難所 
 広域的な避難や大規模な収容が 

 必要な場合に開設される施設 

浸水到達時間 
 

 

 

 

 

 

 

ため池が決壊してから水が 

到達するまでの時間 
（地震が発生してからの時間では 

ありません） 

3 分後

6 分後

10 分後

 

 避難先・避難ルート等 

 危険箇所・過去の情報等 

 急傾斜地の崩壊(土砂災害危険区域) 

 土石流(参考)(土砂災害危険区域)※該当なし
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正保池 

貯水量：37,800 ㎥

40 分後 

30 分後 

20 分後 

50 分後 

10 分後 3 分後

60 分後 

浸水時の最大浸水深〔色の区分〕 
 

 

土砂災害危険区域に 

近づかない 

主要地方道草津伊賀線 

主要地方道東湯舟甲賀線 

【 ため池ハザードマップについての説明 】 
・ため池の水が満水状態で正保池が決壊し、全ての水が下流へ流れてきた場合の想定最大浸水深を想定しています。 

・地震単独でのため池結果を想定しており、大雨と重複した場合の想定はしていません 

・解析結果は、浸水範囲がやや大きくなる傾向があります。地震によるため池決壊時に想定される浸水区域を着色して示しています。ただし、

大雨時には周辺の河川等が氾濫し、着色した範囲を超えて浸水することも考えられるので留意する必要があります。 

・参考情報として、大雨時に発生することも予想される土石流の危険区域（甲賀市防災マップによる）を記載しています。大雨時には土石流が

発生する可能性がありますので、避難する場合には周辺状況に留意する必要があります。 

 

【 ため池決壊時の被害軽減のポイント 】 
・これまでに経験したことのない大きな地震があった場合は、浸水する場所からすぐに避難する行動が重要です。 

・非かんがい期には、ため池の水位を下げることも重要です。 

浸水する可能性がある

台風時に農道が浸水した

2階に避難する

道で水が堰き止められるため 

下流にはあまり水が流れていかな

いと思われる 

6 分後

15 分後

（その他 意見や情報など） 

●地震時に農地にいた時は、左右の近い方の道へ避難する 

●平場を農地にするため、建物は高い場所にあり、水に浸かりにくい 

●粘土質の地域であり、大きな土砂崩れは起こりにくい 

●正保池 

・底樋、押さえ盛土等、堤体は改修済みである 

・周辺の状況より、流木に対する想定は必要ないと思われる 

・貯水量も少なく、下流域の被害は少ないと思われる

草の根ハウス高嶺会館 
危険箇所

危険箇所 

正保池 版  


